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五
月
二
十
五
日
に
臨
時
市
議
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
中
心
議
案
は
五
泉
市
立
図
書
館
書
庫
棟
改
築

工
事
（
建
築
本
体
工
事
）
の
契
約
締
結
で
あ
り
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
四
百
五
十
四
㎡
の
建
設
工
事
の
契
約
締
結
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

六
月
定
例
会
は
、
新
市
建
設
計
画
の
変
更
と
、

や
は
り
工
事
請
負
契
約
の
締
結
が
主
な
議
案
で
し

た
。

　

合
併
後
の
五
泉
市
の
速
や
か
な
一
体
化
を
促
進

す
る
た
め
の
新
市
建
設
計
画
は
、
掲
載
事
業
を
精

査
し
た
う
え
で
、
計
画
期
間
を
五
年
間
延
長
す
る

こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
泉
駅
周
辺
整
備
事
業
の
五
泉
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
建
設
工
事（
建
築
本
体
工
事
）

は
、鉄
骨
二
階
建
て
延
べ
床
面
積
五
百
十
七
㎡
で
、

五
泉
市
村
松
支
所
庁
舎
建
設
工
事
（
建
築
本
体
工

事
）
に
つ
い
て
は
、
木
造
二
階
建
て
延
べ
床
面
積

二
千
百
二
十
㎡
で
、
そ
れ
ぞ
れ
建
設
工
事
の
契
約

締
結
を
可
決
し
ま
し
た
。

議
長
室
か
ら

議
　
長

　
林
　
　
　
茂
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平成27年 第２回

５月 工事請負契約など８議案を審議

臨時会 図書館書庫棟改築工事、五泉小学校校舎棟

大規模改造の建築本体工事とその関連補正

予算及び法改正等に伴う条例改正など

　平成27年第２回臨時会が５月25日に開かれました。

　慎重審議の結果、条例改正と補正予算に関する５件の

専決処分を承認し、２件の工事(変更)契約を可決、人事

案件１件に同意しました。

主な議案の議決結果・概要
提
出
者

審　　議　　案　　件
本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
長

議第52号
専決処分の報告承認について

（五泉市税条例等の一部を改正する条例）
承　認

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴って、個人市民税の寄
附金控除に係る申告の特例措置、軽自動車税及び市たばこ税の特例
措置並びに固定資産税の負担調整措置等の規定について改正するも
のです。

議第53号
専決処分の報告承認について
（五泉市入湯税条例の一部を改正する
条例）

承　認
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴って、入湯税の特別徴
収義務者の経営申告規定について改正するものです。

議第54号
専決処分の報告承認について
（五泉市都市計画税条例の一部を改正
する条例）

承　認
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴って、負担調整措置の
延長などの規定について改正するものです。

議第55号
専決処分の報告承認について
（五泉市国民健康保険税条例等の一部
を改正する条例）

承　認
地方税法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴って、国民健康
保険税の軽減措置に係る軽減判定所得の算定方法の変更等の規定に
ついて改正するものです。
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提
出
者

審　　議　　案　　件
本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
長

議第56号
専決処分の報告承認について
〔平成27年度五泉市一般会計補正予算
（第１号）〕

承　認
既決予算総額に450万円を追加し、歳入歳出予算総額を241億1,150
万円とするものです。歳入は五泉小学校改築事業費充当債の追加で、
歳出の主なものは五泉小学校校舎改築工事の追加です。

議第57号 工事請負変更契約の締結について 可　決

五泉小学校校舎棟大規模改造工事（その２）（建築本体工事）につい
て、建設工事請負基準約款第27条第６項の規定に基づき、平成27年
２月の労務単価の改定及び資材費の上昇により、工事費に426万9,240
円を追加するものです。

議第58号 工事請負契約の締結について 可　決
五泉市立図書館書庫棟改築工事の建築本体工事について、横山建設
株式会社と１億8,338万４千円で契約を締結するものです。

議第59号 五泉市固定資産評価員の選任について 同　意
人事異動により新たに税務課長に就任した星野　弘君を、五泉市固
定資産評価員に選任するものです。

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
安
中
　
　
聡

２
佐
藤
　
　
浩

３
長
谷
川
政
弘

４
伊
藤
　
昭
一

５
松
井
　
　
聡

６
塚
野
　
　
弘

７
佐
藤
　
　
渉

８
平
井
　
敏
弘

９
牛
膓
　
利
栄

10
熊
倉
　
政
一

11
広
野
　
　
甲

12
剣
持
　
雄
吾

13
鈴
木
　
良
民

14
町
田
　
俊
夫

15
阿
部
　
周
夫

16
相
田
　
　
豊

17
長
谷
川
真
介

18
鈴
木
　
光
規

19
猪
熊
　
　
豊

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第52号
専決処分の報告承認について

（五泉市税条例等の一部を改正する条例）
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第53号
専決処分の報告承認について

（五泉市入湯税条例の一部を改正する条例）
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第54号
専決処分の報告承認について

（五泉市都市計画税条例の一部を改正する条例）
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第55号
専決処分の報告承認について

（五泉市国民健康保険税条例等の一部を改正する条例）
承認 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第56号
専決処分の報告承認について

〔平成27年度五泉市一般会計補正予算（第１号）〕
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第57号
工事請負変更契約の締結について

〔五泉小学校校舎棟大規模改造工事(その２)(建築工事)〕
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第58号
工事請負契約の締結について

〔五泉市立図書館書庫棟改築工事(建築本体工事)〕
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第59号
五泉市固定資産評価員の選任について

（税務課長　星野　弘）
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【〇：賛成、×：反対、―：棄権】議員別議案賛否一覧表

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。

緊急質問がありました
　臨時議会開会前に猪熊 豊議員からプレミアム商品券に関する緊急質問が提出され、日程に追加して質疑が行われ

ました。



4

五泉市議会だより　第32号　

平成27年 第３回

６月 21議案を可決・同意

定例会 新市建設計画の変更や支所庁舎建築工事

等の契約、ふるさと応援寄附金事業の追

加等をした補正予算など

　平成27年第３回６月定例会が６月18日に招集され、７

月１日まで14日間の会期で開催されました。

　初日には会期決定、議長報告の後、市長の繰越計算書

に関する報告に引き続いて、８人が一般質問を行いまし

た。翌19日には６人が一般質問を行い、次いで一括上程

された11議案と請願３件が委員会付託されました。

　その後24日から26日にかけて常任委員会が開かれ、そ

れぞれの委員会で付託案件の審査が行われました。

　最終日には各常任委員会の審査報告と採決が行われた

後、人事案件２件と議員発議４件を含めて、原案どおり

可決・同意して閉会しました。

６月　18日(木)

19日(金)

24日(水)

25日(木)

26日(金)

７月　１日(水)

本会議（開会、会期決定、議長報告、繰越計算書報告、一般質問）

本会議（一般質問、議案上程、質疑、委員会付託）

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会

建設産業常任委員会

本会議（議案訂正）、総務文教常任委員会

本会議（委員会審査報告、質疑、採決、発議、閉会）

　６月定例会の日程

月　日 内　　　　容
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主な議案の議決結果・概要
提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第60号 新市建設計画の変更について 総務文教 可決

５年間の期間延長が可能となったことから、今後の実施予定事業や
中止事業を変更案に反映させて、計画期間を平成18年度から平成32
年度までの15年間とし、それに伴って財政計画を平成18年度から平
成37年度までの20年間とする変更を行うものです。

議第61号 損害賠償の額を定めることについて 建設産業 可決
平成25年５月27日に五泉市東本町２丁目地内の市道で発生した負傷
事故に関し、損害賠償の額を定めるものです。

議第62号 工事請負契約の締結について 総務文教 可決
五泉地域包括支援センター等建設工事の建築本体工事について、丸運建
設株式会社東蒲営業所と１億7,020万８千円で契約を締結するものです。

議第63号
平成27年度五泉市一般会計補正予算
（第２号）

総務文教 
市民厚生 
建設産業

可決

既決予算総額に7,044万４千円を追加し、歳入歳出予算総額を241億
8,194万４千円とするものです。補正の主な内容は、ふるさと応援寄
附金事業、児童福祉費寄附金、スクールカウンセラー等謝礼及び人
事異動に伴う人件費の調整です。

議第64号
平成27年度五泉市国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）

市民厚生 可決
既決予算総額から160万６千円を減額し、歳入歳出予算総額を67億
6,902万６千円とするものです。補正の主な内容は人事異動に伴う調
整で、歳入は一般会計繰入金の減額で歳出は人件費の減額です。

議第65号
平成27年度五泉市介護保険特別会計
補正予算（第１号）

市民厚生 可決
既決予算総額に210万８千円を追加し、歳入歳出予算総額を60億5,951
万８千円とするものです。補正の主な内容は人事異動に伴う調整で、
歳入は負担ルールに基づく歳入の減額で、歳出は人件費の減額です。

議第66号
平成27年度五泉市下水道事業特別会
計補正予算（第１号）

建設産業 可決
既決予算総額に88万６千円を追加し、歳入歳出予算総額を32億9,013
万５千円とするものです。補正の内容は人事異動に伴う調整で、歳
入は一般会計繰入金の追加で歳出は人件費の追加です。

議第67号
平成27年度五泉市簡易水道事業特別
会計補正予算（第１号）

建設産業 可決
既決予算総額から126万６千円を減額し、歳入歳出予算総額を８億
7,256万７千円とするものです。補正の主な内容は歳入は他会計工事
負担金の減額で、歳出は消火栓取替工事費の減額です。

議第68号
平成27年度五泉市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）

市民厚生 可決
既決予算総額に28万４千円を追加し、歳入歳出予算総額を４億8,452
万５千円とするものです。歳入は一般会計繰入金の追加で、歳出は人件
費と委託料の追加です。

議第69号
平成27年度五泉市水道事業会計補正
予算（第１号）

建設産業 可決
収益的収支の支出予定額に人事異動による調整額106万７千円を追
加し、資本的収支の収入予定額に他会計工事負担金126万６千円及
び支出予定額に消火栓整備等工事費120万円を追加するものです。

議第70号 工事請負契約の締結について 総務文教 可決
村松支所庁舎建設工事の建築本体工事について、佐々木・番場五泉
市村松支所庁舎建設工事特定共同企業体と６億2,640万円で契約を締
結するものです。

諮問第1号
人権擁護委員の推薦につき意見を
求めることについて

適任と 
認める

人権擁護委員の伊藤　苗氏の任期が満了するため、引き続き同氏を
推薦するものです。

諮問第2号
人権擁護委員の推薦につき意見を
求めることについて

適任と 
認める

人権擁護委員の木村麻子氏の任期が満了するため、引き続き同氏を
推薦するものです。

請
　
　
願
　
　
者

請願第2
年金積立金の専ら被保険者の利益の
ための安全かつ確実な運用に関する
意見書（決議）の採択を求める請願

市民厚生 採択
年金積立金は、専ら被保険者の利益のために長期的な観点から安全
かつ確実な運用を堅持することなどを求める意見書を、国会及び関
係行政庁へ提出するよう求めるものです。

請願第3
30人以下学級実現、義務教育費国
庫負担制度２分の１復元に係る意
見書の採択を求める請願

総務文教 採択
30人以下の少人数学級を推進すること、及び義務教育費国庫負担制
度の国の負担割合を２分の１に復元するよう要請する意見書を、国
の関係機関へ提出するよう求めるものです。

請願第4 ＴＰＰ交渉に関する請願 建設産業 採択
農林水産物の重要品目を除外または再協議の対象とすること、食の安
全や情報開示などについて定めた衆参農林水産委員会決議を必ず実現
することを要請する意見書を、政府へ提出するよう求めるものです。

議 

　
　
　
　
員

発議第３号
「安全保障関連法案」の廃案を求
める意見書の提出について

可決
「平和安全法制整備法案」と「国際平和支援法案」の廃案と、集団
的自衛権の行使を容認する閣議決定を速やかに撤回するよう求める
意見書を、関係機関へ提出するものです。

発議第４号
年金積立金の専ら被保険者の利益の
ための安全かつ確実な運用に関する
意見書の提出について

可決
年金積立金は、専ら被保険者の利益のために長期的な観点から安全
かつ確実な運用を堅持することなどを求める意見書を、国会及び関
係行政庁へ提出するものです。

発議第５号
ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出に
ついて

可決
農林水産物の重要品目を除外または再協議の対象とすること、食の
安全や情報開示などについて定めた衆参農林水産委員会決議を必ず
実現することを要請する意見書を、政府へ提出するものです。

発議第６号
30人以下学級実現、義務教育費国
庫負担制度２分の１復元を求める
意見書の提出について

可決
30人以下の少人数学級を推進すること、及び義務教育費国庫負担制
度の国の負担割合を２分の１に復元するよう要請する意見書を、国
の関係機関へ提出するものです。

※１　総務文教：総務文教常任委員会，市民厚生：市民厚生常任委員会，建設産業：建設産業常任委員会
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明
を
受
け
て
、

　

ス
テ
ー
ジ
の
緞
帳
の
傷
み
が
ひ
ど
か
っ
た
が
、
緞
帳
は
買
い

替
え
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

緞
帳
に
つ
い
て
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
い
た
し
ま
す
。
一
文
字

幕
の
取
り
替
え
や
窓
の
暗
幕
カ
ー
テ
ン
の
一
部
の
取
り
替
え
と

補
修
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
企
画
政
策
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、「
議
第
六
十

号　

新
市
建
設
計
画
の
変
更
」
に
関
連
し
て
、
い
ろ
い
ろ
検
証

さ
れ
て
実
施
す
る
十
の
事
業
を
残
し
た
の
だ
と
思
う
が
、
あ
と

五
年
の
中
で
で
き
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

新
市
建
設
計
画
の
登
載
事
業
の
う
ち
市
が
実
施
主
体
の
十
六

事
業
が
未
着
手
と
い
う
こ
と
で
検
証
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
六
つ
の
事
業
に
つ
い
て
は
実
施
が
難
し
い
と
の
判
断
で
中

止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
残
っ
た
十
事
業
に
つ
い
て
は
延
長

し
た
五
年
間
の
中
で
実
施
し
た
い
と
登
載
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
財
政
課
所
管
の
質
疑
の
中
で
、「
議 

第
六
十
二
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」、
五
泉
駅
周
辺
地
区
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
と
し
て
整
備
を
行
う
五
泉
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
建
設
工
事
の
建
築
本
体
工
事
を
、
制
限
付
一
般
競

争
入
札
で
執
行
し
た
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

ど
の
よ
う
な
制
限
が
付
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、

　

本
社
、
営
業
所
の
所
在
地
が
五
泉
市
、
新
潟
市
、
阿
賀
町
、

阿
賀
野
市
に
あ
る
こ
と
、
名
簿
の
ラ
ン
ク
付
け
が
Ａ
ま
た
は
Ｂ

で
あ
り
特
定
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
鉄
道
工
事

の
施
工
に
精
通
し
た
業
者
と
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
の
三
点
を
要
件
と
し
ま
し
た
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
内
の
業
者
が
入
札
で
き
な
い
部
分
と
し
て
、
こ

の
鉄
道
工
事
の
部
分
が
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
な
ぜ
こ

の
鉄
道
工
事
の
施
工
に
精
通
し
た
業
者
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。こ
の
中
で
、鉄
道
特
異
工
事
に
準
じ
た
保
安
・

安
全
確
保
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
件
を
付
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
工
事
の
用
地
は
Ｊ
Ｒ
に
関
係
な
い
わ
け
だ
が
、
ど

の
く
ら
い
の
範
囲
が
、
特
異
工
事
に
準
ず
る
と
な
る
の
か
、
と

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

工
事
が
営
業
線
路
に
影
響
を
及
ぼ
す
範
囲
と
い
う
こ
と
で
、

大
ま
か
に
建
物
の
高
さ
分
離
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
特
異
工
事

と
は
み
な
さ
な
い
と
い
う
よ
う
に
解
釈
し
て
い
ま
す
、
と
の
答

弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
議
第
七
十
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

に
関
連
し
て
、
支
所
庁
舎
建
築
の
工
期
が
三
月
ま
で
と
な
っ
て

い
る
が
、
契
約
金
額
か
ら
し
て
短
い
の
で
は
な
い
か
、
標
準
工

期
は
ど
の
く
ら
い
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

標
準
工
期
は
詳
し
く
存
じ
ま
せ
ん
が
、
申
し
込
み
を
さ
れ
る

業
者
の
中
か
ら
工
期
を
心
配
す
る
質
問
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

去
る
六
月
十
九
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
六
十
号
　
　
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
六
十
二
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
第
六
十
三
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属

す
る
事
項

議
第
七
十
号
　
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
願
第
三
　
　
　
三
十
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
二
分
の
一
復
元
に
係
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
請
願

　

以
上
の
五
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会

審
査
報
告
書
及
び
請
願
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
決
定

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
教
育
委
員
会
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
総
合
会
館
事

業
の
修
繕
料
百
四
十
万
円
に
関
連
し
て
、

　

合
併
十
周
年
記
念
式
典
等
を
行
う
総
合
会
館
中
ホ
ー
ル
の
ス

テ
ー
ジ
幕
等
の
補
修
、
買
い
替
え
に
係
る
経
費
で
す
、
と
の
説

◎
鈴
木
　
良
民
　
　
　
相
田
　
　
豊
　
　
　
塚
野
　
　
弘
　
　
　
佐
藤
　
　
浩

○
猪
熊
　
　
豊
　
　
　
町
田
　
俊
夫
　
　
　
長
谷
川
政
弘

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告
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配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
及
び
請
願
審
査
報

告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
高
齢
福
祉
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
包
括
的
支
援

事
業
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
）
三
百
九
十
六
万
二
千

円
に
関
連
し
て
、

　

包
括
的
支
援
事
業
で
一
名
増
員
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

機
能
を
持
っ
て
一
名
増
員
し
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、

　

今
ま
で
、
五
泉
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
保
健
師
の
職
が

一
名
で
し
た
が
、
二
名
に
増
員
し
、
相
談
体
制
や
ケ
ア
プ
ラ
ン

等
作
成
を
含
め
た
人
員
体
制
を
整
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

次
に
、
環
境
保
全
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
充
電
イ
ン
フ

ラ
普
及
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
金
に
関
連
し
て
、

　

電
気
自
動
車
の
充
電
設
備
に
つ
い
て
当
初
無
料
で
使
用
で
き

る
よ
う
整
備
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

今
回
委
託
を
し
て
い
る
事
業
者
と
の
話
し
合
い
が
整
い
、
有

料
化
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
、
課
金
を
す
る
に
必
要
な
整
備
は

委
託
業
者
が
行
っ
て
お
り
、
市
で
必
要
に
な
る
経
費
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
、
と
の
答
弁
で
し
た
。

　　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

去
る
六
月
十
九
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
事
件
は
、

 

議
第
六
十
三
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属

す
る
事
項

議
第
六
十
四
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
六
十
五
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
六
十
八
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

請
願
第
二
　
　
　
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の
た

め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
に
関
す
る
意
見

書
（
決
議
）
の
採
択
を
求
め
る
請
願

         

　

以
上
の
五
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に

◎
牛
膓
　
利
栄
　
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
　
剣
持
　
雄
吾
　
　
　
安
中
　
　
聡

○
佐
藤
　
　
渉
　
　
　
長
谷
川
真
介
　
　
　
松
井
　
　
聡

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告
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な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
農
林
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
平
成
二
十
七
年
度

五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の
う
ち
「
非
主
食
用

米
等
緊
急
転
換
支
援
補
助
金
」四
百
十
二
万
七
千
円
に
つ
い
て
、

該
当
と
な
る
の
は
非
主
食
用
米
の
品
種
だ
け
な
の
か
、
と
説
明

を
求
め
た
と
こ
ろ
、

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
以
外
の
品
種
の
作
付
け
を
拡
大
し
た
も
の
に
対

す
る
助
成
で
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
機
械
等
の
整
備
を
支
援

す
る
も
の
で
、今
回
は
、コ
ン
バ
イ
ン
の
リ
ー
ス
が
対
象
で
す
、

と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助
金
」
四
百
九
万
三
千

円
に
つ
い
て
、
例
え
ば
集
落
営
農
を
組
ん
で
い
る
と
か
、
そ
う

い
っ
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
申
請
し
て
も
な
か
な
か
採
択
が
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
だ
と
思
う
。
も
し
、
こ
れ
か
ら
事
業

を
し
た
い
と
い
う
一
般
の
人
に
つ
い
て
は
、
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
理
解
で
い
い
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
と
な
る
経
営
体
と
し
て
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
方
、
及
び
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を
借
り
て

い
る
方
、
こ
れ
が
ま
ず
条
件
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
事
業

計
画
を
作
成
す
る
わ
け
で
す
が
、
例
え
ば
常
用
雇
用
し
て
い
る

と
か
、
法
人
で
あ
る
と
か
新
規
就
農
、
あ
る
い
は
女
性
の
取
り

組
み
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。
こ
の

ポ
イ
ン
ト
が
積
算
さ
れ
て
、
採
択
が
決
ま
る
と
い
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
と
思
う
。
現
状
で
は
、
農
地
を
増
や
し
た
く
て
も
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
や
中
間
管
理
機
構
に
つ
い
て
は
、
集
落
の
い
ろ
い

ろ
な
部
分
の
合
意
が
な
い
と
で
き
な
い
状
況
が
実
際
あ
る
。
ま

た
、
一
個
人
と
し
て
も
精
一
杯
や
り
た
い
が
、
機
械
の
導
入
に

関
し
て
ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
高
い
の
で
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う

状
況
も
あ
る
。
そ
う
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、
何
と
か
市
で
独

自
の
支
援
を
で
き
な
い
も
の
か
、市
の
見
解
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

現
状
に
つ
い
て
は
、
言
わ
れ
た
部
分
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
も
、
国
の
ハ
ー
ド
ル
が
な
か
な
か
高
い

と
い
う
こ
と
で
、
助
成
事
業
を
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
り
、
他
市

の
も
の
を
調
べ
た
り
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
国
ま
で
の
要
件
を

持
た
な
い
に
し
て
も
要
件
を
ど
こ
で
設
け
る
の
か
、
制
度
化
す

る
一
つ
の
部
分
で
は
あ
り
ま
す
が
悩
ま
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
答
弁

で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

去
る
六
月
十
九
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
六
十
一
号	

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
第
六
十
三
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属

す
る
事
項

議
第
六
十
六
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
六
十
七
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
六
十
九
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

請
願
第
四	

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
請
願

　

以
上
、
六
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会

審
査
報
告
書
及
び
請
願
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

◎
広
野
　
　
甲
　
　
　
鈴
木
　
光
規
　
　
　
熊
倉
　
政
一

○
平
井
　
敏
弘
　
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
　
伊
藤
　
昭
一

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

（◎委員長　○副委員長）



9

五泉市議会だより　第32号

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。

【〇：賛成、×：反対、―：棄権】議員別議案賛否一覧表

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
安
中
　
　
聡

２
佐
藤
　
　
浩

３
長
谷
川
政
弘

４
伊
藤
　
昭
一

５
松
井
　
　
聡

６
塚
野
　
　
弘

７
佐
藤
　
　
渉

８
平
井
　
敏
弘

９
牛
膓
　
利
栄

10
熊
倉
　
政
一

11
広
野
　
　
甲

12
剣
持
　
雄
吾

13
鈴
木
　
良
民

14
町
田
　
俊
夫

15
阿
部
　
周
夫

16
相
田
　
　
豊

17
長
谷
川
真
介

18
鈴
木
　
光
規

19
猪
熊
　
　
豊

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第60号 新市建設計画の変更について 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第61号 損害賠償の額を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第62号
工事請負契約の締結について
〔五泉地域包括支援センター等建設工事（建築本体工事）〕

可決 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

議第63号 平成27年度五泉市一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第64号
平成27年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第65号 平成27年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第66号 平成27年度五泉市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第67号
平成27年度五泉市簡易水道事業特別会計補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第68号
平成27年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第69号 平成27年度五泉市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第70号
工事請負契約の締結について
〔五泉市村松支所庁舎建設工事（建築本体工事）〕

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

諮　問
第１号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（伊藤　苗 氏）

適任と 
認める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮　問
第２号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（木村　麻子 氏）

適任と 
認める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
　
願
　
者

請願第２
年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確
実な運用に関する意見書（決議）の採択を求める請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第３
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１
復元に係る意見書の採択を求める請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第４ ＴＰＰ交渉に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
　
　
　
　
員

発議第３号
「安全保障関連法案」の廃案を求める意見書の提出に
ついて

可決 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ × ○

発議第４号
年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確
実な運用に関する意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第５号 ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第６号
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１
復元を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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一般質問（通告順）

　６月定例会では14人の議員が一般質問を行いました。通告順に質問者の氏名をお知ら
せします。

通告順 質問者氏名 通告順 質問者氏名

1 猪　熊　　　豊 8 安　中　　　聡

2 佐　藤　　　浩 9 相　田　　　豊

3 塚　野　　　弘 10 剣　持　雄　吾

4 長谷川　政　弘 11 阿　部　周　夫

5 町　田　俊　夫 12 佐　藤　　　渉

6 鈴　木　光　規 13 廣　野　　　甲

7 松　井　　　聡 14 鈴　木　良　民

発 議 に つ い て

― 次の発議を可決しました。意見書については、すみやかに関係省庁へ提出しました。 ―

◆発議第３号

「安全保障関連法案」の廃案を求める意見書の

提出について

【提出議員】塚野　　弘　外11名

【送 付 先】衆議院議長、参議院議長、

　　　　　　内閣総理大臣、防衛大臣

◆発議第５号

ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出について

【提出議員】広野　　甲　外５名

【送 付 先】内閣総理大臣、内閣官房長官、

　　　　　　外務大臣、農林水産大臣、

　　　　　　経済産業大臣、経済再生担当大臣、

　　　　　　ＴＰＰ担当大臣

◆発議第４号

年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全

かつ確実な運用に関する意見書の提出について

【提出議員】牛膓　利栄　外５名

【送 付 先】衆議院議長、参議院議長、

　　　　　　内閣総理大臣、厚生労働大臣

◆発議第６号

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度

２分の１復元を求める意見書の提出について

【提出議員】鈴木　良民　外６名

【送 付 先】内閣総理大臣、内閣官房長官、

　　　　　　財務大臣、文部科学大臣、

　　　　　　総務大臣
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請 願 に つ い て
永年勤続議員表彰

全国市議会議長会・北信越市議会議長会から

牛膓　利栄　議員（議員在職10年）
※表彰規定に基づき、合併前の村松町議会議員在職期間は換算して通算
　在職年数としています。

　― 次の請願を採択しました。―

◆請願第２

年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全か

つ確実な運用に関する意見書（決議）の採択を求

める請願

【提 出 者】日本労働組合総連合会新潟県連合会

　　　　　　下越地域協議会

　　　　　　議長　福井　正史

【紹介議員】熊倉　政一　　塚野　　弘

◆請願第３

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分

の１復元に係る意見書の採択を求める請願

【提 出 者】新潟県教職員組合下越支部

　　　　　　執行委員長　清野　正康

【紹介議員】塚野　　弘

◆請願第４

ＴＰＰ交渉に関する請願

【提 出 者】新潟みらい農業協同組合

　　　　　　代表理事組合長　高橋　　豊

【紹介議員】伊藤　昭一

議会を傍聴してみませんか

モニター中継もご利用ください

市役所１階ロビー、村松支所１階ロビー、総合会館（生涯学習課前）、五泉図書館、

勤労青少年ホーム、福祉会館、さくらんど会館、さくらアリーナ

　議場の傍聴席で本会議を傍聴すること

ができます。希望される方は市役所５階

の議会事務局へおいでください。

　次の定例会は９月に開催されます。日

程等は市のホームページでお知らせいた

します。

　４月に長岡市で開催された北信越市議会議長
会総会及び６月に東京都で開催された全国市議
会議長会総会において、市政発展に尽くされた
功績により表彰を受けられ、定例会初日の６月
18日冒頭に表彰状の伝達が行われました。

傍聴席から見た議場風景

本会議の様子は、次の所でモニター中継でもご覧いただけます。どうぞご利用ください。
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五泉地区高校野球強化親善招待試合　村松高校 対 仙台育英高校

試合会場：五泉市市営球場（表紙も同会場）

議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。
議会事務局　☎（43）3911／ E-mail :gikai@city.gosen. lg.jp ／ URL:http://www.city.gosen. lg.jp

　

五
泉
市
が
合
併
し
て
10
年
に
な
り

ま
す
。
市
と
し
て
は
、
こ
の
10
年
を

記
念
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
各
種

団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
計
画
し
て
い
ま
す
。
特
に
８
月
10

日
に
は
大
相
撲
五
泉
場
所
が
村
松
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
記

念
巡
業
を
機
に
、
こ
れ
か
ら
の
五
泉

市
が
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
を
推
進

し
、
子
供
に
夢
を
与
え
る
街
と
し
て

繁
栄
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
民
の
皆
様
は
「
な

ぜ
相
撲
が
裸
で
行
わ
れ
る
か
」
ご
存

知
で
す
か
。
そ
れ
は
土
俵
に
は
神
様

が
居
る
と
言
わ
れ
て
、
そ
の
神
様
に

対
し
て
武
器
な
ど
の
不
埒
な
も
の
は

何
も
持
っ
て
い
な
い
と
証
明
す
る
為

だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
一
つ
例
で
す

が
、
相
撲
は
奥
が
深
く
神
聖
な
ス

ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、
皆
様
も
い
ろ
い

ろ
調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

面
白
い
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

佐
藤　
　

渉

　

副
委
員
長　

鈴
木　

良
民

　

委　
　

員　

鈴
木　

光
規

　
　

〃　
　

阿
部　

周
夫

　
　

〃　
　

熊
倉　

政
一

　
　

〃　
　

松
井　
　

聡

　
　

〃　
　

伊
藤　

昭
一

編

集

後

記


